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護
大
学
か
ら
二
名
の
講
師
（
ウ

イ
ン
氏
、
ヌ
エ
氏
）
を
迎
え
四

月
二
十
四
日
生
八
月
十
六
日
、

約
ニ
ケ
月
間
の
看
護
教
育
研
修

が
始
ま
っ
た
。
一
昨
年
、
初
め

て
受
け
入
れ
て
以
来
第
三
期
で

あ
る
。
三
月
末
に
来
日
し
た
二

人
の
第
一
印
象
は
「
寒
い
国
、

す
ご
く
経
済
が
発
展
し
て
お

り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
社
会
的

基
盤
の
違
い
に
驚
い
た
。
」
そ
う

だ
。

　
二
人
の
専
門
分
野
は
家
族
看

護
（
日
本
の
母
子
看
護
）
、
薬
理

学
で
あ
る
。
ヤ
ン
ゴ
ン
看
護
大

学
の
教
官
の
内
、
四
十
八
Ｉ
セ

ン
ト
は
常
勤
の
医
師
が
占
め
る
。

同
国
の
看
護
学
校
の
状
況
を
見

る
と
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
全
人
□

は
約
四
千
六
百
四
十
万
二
二
年

課
程
の
看
護
・
助
産
婦
学
校
は

十
八
校
、
四
年
制
の
学
士
課
程

が
二
校
、
そ
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
の
が
ヤ
ン
ゴ
ン
看
護
大
学

で
一
九
九
四
年
学
士
課
程
を
開

始
、
看
護
の
り
Ｉ
ダ
ー
と
な
る

人
材
を
養
成
し
て
い
る
。
他
の

一
校
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
第
二
の
都

市
、
マ
ン
ダ
レ
イ
に
一
昨
年
オ

ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
。
保
健
省

は
看
護
職
数
不
足
へ
の
対
応
の

み
な
ら
ず
、
質
の
向
上
へ
の
対

策
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
一
九

九
一
年
か
ら
二
年
間
の
ブ
リ
ッ

ジ
・
コ
ー
ス
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

学
士
教
育
を
進
め
て
き
た
。

　
本
コ
ー
ス
入
学
資
格
は
三
年

課
程
の
看
護
学
校
を
卒
業
し
た

後
五
年
間
の
臨
床
経
験
が
必

要
、
す
で
に
社
会
人
と
い
う
こ

と
で
、
有
給
で
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
マ
ー
ス
で
あ
る
。
ど
の
コ

ー
ス
も
希
望
者
が
多
く
約
十
倍

の
競
争
串
で
あ
る
。

　
研
修
の
背
景
‥
現
ヤ
ン
ゴ
ン

看
護
大
学
は
一
九
八
六
年
ミ
ャ

ン
マ
ー
国
の
要
請
を
受
け
、
日

本
政
府
の
無
償
資
金
協
力
に
よ

り
建
設
さ
れ
た
。
寮
も
併
設
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
後
拡
充
の
た

め
の
協
力
要
請
を
受
け
学
士
課

程
の
た
め
の
新
校
舎
が
一
九
九

七
年
に
完
成
し
て
い
る
。
学
士

コ
ー
ス
が
開
始
さ
れ
た
の
は
一

九
九
四
年
、
よ
う
や
く
軌
道
に

の
っ
た
よ
う
に
凪
わ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
修
士
課

程
立
ち
上
げ
に
対
し
日
本
政
府

に
協
力
の
要
請
が
あ
り
、
カ
ウ

ン
タ
ー
パ
ー
ト
研
修
が
続
け
ら

れ
て
い
る
。

　
ヤ
ン
ゴ
ン
看
護
大
学
の
教
官

た
ち
は
教
育
レ
ベ
ル
の
向
上
を

目
指
し
、
近
年
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
支
援
の
も

と
、
ア
デ
レ
ー
ド
大
学
修
士
課

程
の
遠
隔
地
教
育
を
す
で
に
三

十
名
が
受
講
し
て
い
る
。
本
年

か
ら
博
士
課
程
も
開
始
さ
れ
て

い
る
。

　
研
修
内
容
‥
日
本
の
看
護
行

政
、
教
育
、
継
続
教
育
の
シ
ス

テ
ム
と
現
状
を
理
解
し
更
に
教

育
と
臨
床
分
野
の
協
力
体
制
、

修
士
課
程
の
教
育
内
容
を
中
心

に
し
つ
つ
各
種
学
校
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

ヤ
ン
ゴ
ン
看
護
大
学
の
教
育
に

賀
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

る
。

　
訪
問
施
設
‥
厚
生
省
、
厚
生
省

看
護
研
究
研
修
セ
ン
タ
ー
、
日

本
看
護
協
会
研
修
セ
ン
タ
ー
他

　
研
修
施
設
‥
茨
城
県
立
医
療

大
学
、
助
産
院
ベ
ビ
ー
ヘ
ル
シ
ー

黄
葉
、
筑
波
大
学
社
会
医
学
系

　
（
修
士
課
程
）
、
聖
マ
リ
ア
ン
ナ

医
科
大
学
看
護
専
門
学
校
、
金

沢
大
学
医
学
部
保
健
学
科
、
滋

賀
医
科
大
学
看
護
学
科
、
日
本

赤
十
字
武
蔵
野
短
期
大
学
他

　
研
修
の
状
況
一
日
々
新
し
ぺ

気
づ
く
点
が
多
い
で
す
。
特
に

学
生
た
ち
は
、
看
護
サ
ー
ビ
ス

を
技
術
の
提
供
と
い
う
視
点
だ

け
で
な
く
看
護
の
理
論
に
基
づ

い
て
で
き
る
よ
う
に
教
育
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
、

と
感
想
を
の
べ
な
が
ら
、
気
候
、

食
事
等
環
境
に
惘
れ
る
の
に
な

か
な
か
大
変
そ
う
で
あ
る
。
ミ

ャ
ン
了
－
の
お
茶
は
日
本
の
ほ

う
じ
茶
に
似
て
い
る
。
二
人
と

も
ふ
る
さ
と
の
味
を
思
い
出
し

つ
つ
研
修
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
（
財
）
国
際
看
護
交
流
協
会
、

平
成
十
二
年
度
第
一
回
理
事

会
・
評
議
員
会
が
五
月
三
十
一

日
、
都
内
九
段
北
、
メ
ヂ
カ
ル

フ
レ
ン
ド
ビ
ル
で
開
催
さ
れ

た
。

　
先
ず
、
平
成
十
一
年
度
事
業

報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
を
承

認
、
引
き
続
き
新
役
員
を
泗
出

し
た
。
本
会
の
開
催
は
、
昨
年

度
、
当
協
我
が
変
動
す
る
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
新
し
い
役

割
と
事
業
の
開
柘
、
発
展
を
め

ざ
し
執
行
体
制
の
強
化
を
図
る

た
め
、
寄
附
行
為
の
一
部
改
正

を
行
な
い
、
理
事
会
に
加
え
新

た
に
評
議
員
会
が
設
け
ら
れ
た

こ
と
に
よ
る
。

　
各
界
を
代
表
す
る
方
々
を
役

員
と
し
て
お
迎
え
し
、
新
会
早

相
原
英
之
理
事
、
理
事
長
・
小

貪
一
巻
理
事
を
退
出
。
新
執
行

体
制
の
も
と
、
更
な
る
協
会
の

発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

　
平
成
十
一
年
度
の
事
業
は
、

す
で
に
本
紙
で
折
に
触
れ
紹
介

し
て
い
る
が
、
主
な
事
業
と
し

て
国
際
協
力
事
業
団
の
受
託
業

務
（
諸
研
修
員
の
受
け
入
れ
、聖マリアンナ医科大学看護学校で研修中の２人｡左から

小野コーディネーター、ヌエさん、ウインさん、高橋教
務主任、嶋田学校長、前列長谷川副理事長を囲んで。

肖
年
眉
へ
い
事
業
）
、
外
務
省
補

助
事
業
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

災
害
看
護
研
修
、
看
護
教
育
協

力
の
た
め
の
事
前
調
査
（
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
）
）
が
実
施
さ
れ

た
。
自
主
事
業
で
は
、
「
モ
ン
ゴ

ル
地
域
保
健
支
援
キ
ャ
ン
マ
ー

平成12年度の当協会の主な事業

ン
」
が
多
く
の
方
々
の
ご
支
援

で
聴
診
器
、
血
圧
計
な
ど
二
七

四
〇
点
の
機
材
を
寄
贈
す
る
な

ど
を
は
じ
め
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連

携
推
進
、
世
界
百
二
十
一
カ
国

の
看
護
最
新
情
報
を
収
録
し
た

「
ナ
ー
シ
ン
グ
・
イ
ン
・
ザ
・
ワ

Ｉ
ル
ド
」
第
四
版
（
当
協
会
オ

リ
ジ
ナ
ル
）
の
発
刊
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　
こ
う
し
た
実
績
を
ふ
ま
え
、

平
成
十
二
年
度
の
事
業
計
画
が

三
月
に
開
か
れ
た
平
成
十
一
年

度
第
二
回
理
事
会
で
審
議
決
定

さ
れ
た
。
主
な
事
業
計
画
は
別

掲
の
と
お
り
。

　
最
近
の
国
内
景
気
の
低
迷

は
、
協
会
運
営
に
大
き
な
圧
力

と
な
っ
て
い
る
。
新
し
い
事
業

の
拡
充
を
図
り
つ
つ
、
会
員
の

確
保
、
財
政
基
盤
の
強
化
が
望

ま
れ
る
。
ご
支
援
下
さ
っ
た
皆

様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
今
後

と
も
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

受

託

事

業

①　弟11期看護管理研修（パキスタン、ケニア、

　　タンザニア、コロンビア、パラグアイ）

　　　５月９日～８月６日、６名

②　サウディアラビア女子看護教育コース

　　　７月３日～７月17日、５名

③　ウズベキスタン共和国看護管理研修

　　　平成13年･１月～３月、６名（予定）

④　ミャンマー看護教育研修

　　　４月24日～６月16日、２名

⑤　インドシナほ子保健看護研修（第５期生）

　　　平成13年１月～３月、９名

⑥　青年招へい事業

　ａ）アセアン混成グループ（保健衛生分野）（８カ国）

　　　６月28日～７月18日、28名

　ｂ）パキスタングループ（医療分野）

　　　８月23日～９月12日、20名

補

助

事

業

①　第26回幹部看護婦国際研究会（ワークショップ）

　　　参加19カ国、開催地：東京都、神戸市ほか

　　　９月３日～９月15日

②　国際緊急医療専門家開発事業（災害看護研修）

　　　国内研修　基礎研修：６月２日～４日、40名

　　　　　　　　中級研修:10月13日～15日、30名

　　　海外研修　平成13年１月下旬、約２週間、８名

③　看護教育協力のための事前調査

　　　対象国：ラオス、平成13年１月（予定）

自

主

事

業

・　機関紙「国際看護］の発行

　　（タブロイド版４頁、毎月10日発行）

・　国際看護交流の会　６月30日、メヂカルフレンドピル

・「熱帯における子供のプライマリー･ヘルス･ケア」の

　　発印ほか√各種出版物の普及

・　ＮＧＯとの連携強化など

　
介
護
保
険
の
発
足
以
来
、
串
町
村
や
公

益
法
人
、
民
間
の
企
業
な
ど
が
、
よ
り
有

効
な
制
度
の
運
用
に
向
け
て
摸
索
し
て
い

る
姿
は
、
様
々
な
形
で
報
じ
ら
れ
て
い

る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
制
度
は
、
膨
張

　
　
　
　
　
　
　
す
る
医
療
費
を
抑
制
す

る
必
要
か
ら
、
医
療
を

提
供
す
る
側
と
受
け
る

側
の
双
方
か
ら
抜
本
的

な
改
革
を
図
る
こ
と
を

狙
い
に
生
ま
れ
た
も

の
、
つ
ま
り
財
的
：
八

的
に
限
ら
れ
た
資
源
の

使
い
途
を
、
国
民
の
総
意
の
も
と
に
、
総

力
を
あ
げ
て
改
革
し
よ
う
と
い
う
歴
史
的

大
事
業
で
あ
る
。

　
少
子
・
高
齢
社
会
を
迎
え
勺
・
さ
れ
る

わ
が
国
で
は
、
人
口
の
約
一
　
　
ｙ
一
千

万
人
）
が
六
十
五
歳
以
上
で
あ
り
、
そ
の

う
ち
の
一
五
〇
万
人
が
痴
呆
性
老
人
、
し
る
。
ま
た
そ
れ
に
輪
を
か
け
て
重
大
な
問

か
も
そ
の
一
割
は
、
問
題
行
動
の
あ
る
高
題
は
、
中
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
た
マ
ン

齢
者
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
パ
ワ
ー
の
育
成
と
確
保
で
あ
る
。
ヘ
ル
パ

の
制
度
へ
の
期
待
（
も
ち
ろ
ん
不
安
も
）
　
１
や
介
護
福
祉
士
の
養
成
だ
け
で
な
く
、

に
は
、
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
経
験
豊
か
な
看
護
婦
の
老
人
看
護
７
介
護

制
度
の
ス
タ
ー
ト
ニ
カ
月
夜
の
介
護
現
場
　
へ
の
参
加
が
そ
の
鍵
を
握
る
こ
と
は
誰
も

の
混
乱
は
、
想
像
以
上
で
あ
る
と
聞
く
。
が
認
め
る
こ
と
だ
が
、
そ
の
た
め
の
取
り

こ
れ
で

　
い
い
の
か

　
介
護
保
険

従
来
の
措
置
等
に
よ
る
ケ
ア
か
ら
、
介
護

保
険
法
に
基
づ
く
ケ
ア
活
動
に
移
行
し
た

ば
か
り
と
い
う
事
情
は
あ
る
も
の
の
、
ケ

ア
基
準
や
そ
の
内
容
、
要
介
護
認
定
に
至

る
プ
ロ
セ
ス
、
さ
ら
に
は
報
酬
額
に
問
題

が
あ
り
、
ケ
ア
の
質
的
レ
ベ
ル
の
低
下
が

す
で
に
防
わ
れ
始
め
て
い
る
か
ら
で
あ

組
み
が
い
ま
だ
量
の
確
保
に
終
始
し
て
い

る
こ
と
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

　
家
族
に
痴
呆
老
人
を
抱
え
た
家
族
の
声

　
（
二
千
人
）
の
七
〇
％
が
気
の
休
ま
る
こ

と
が
な
い
と
語
り
、
六
〇
倣
が
仕
事
を
や

め
た
、
と
言
っ
て
い
る
。

　
今
や
老
人
問
題
は
社
会
問
題
で
あ
る
。

行
政
や
民
活
に
頼
っ
て
い
る
と
、
パ
ズ
ル

崩
壊
後
の
金
融
制
度
と
同
様
の
混
乱
を
桐

く
危
険
が
あ
る
。
責
任
あ
る
指
導
者
と
そ

れ
を
支
え
る
社
会
の
知
恵
が
欲
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
峻
）
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